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　 演習

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HM医学分野ｶﾘ, 2025HM医学分野ｶﾘ, 2024HM医学分野ｶﾘ, 2023HM医学分野ｶﾘ

【専攻】医学・保健学研究の専門分野近傍の課題に対して新た 法医学における各研究分野を理解し、研究の推進方法の知識を
な知見・技術を生み出す応用力 習得し、研究を自ら実施できるようになる。

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

法医学では、死因究明に関する研究、ＤＮＡ多型を用いた個人識別、死因究明制度等に関する法律など
幅広い研究がなされている。当教室では、ＤＮＡ多型を用いた個人識別や法中毒に関する研究が行われ、
これらを中心とした法医学全般の研究を行い、知識と技能を習得する。

(3)授業の概要
/Overview of 
course

法医解剖実務を通じて死因究明など法医関連分野に関する講義を行い、選定したテーマに基づた研究の
実践、指導によって最終的に研究成果をまとめる。

(4)授業計画
/Course plan

法医解剖に必要な検査に関しての研究、指導を行う。
(1)法医病理
(2)法中毒
(3)DNA多型
(4)症例報告
(5)その他

(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

・成績評価の方法
　研究課題に対する取り組み、提出する論文の内容を総合的に評価する。

・成績評価の基準
　(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような
課題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が適切に把
握できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「
卓越している（秀）」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。４項目ま
でできていれば「やや上にある（良）」。３項目までできていれば「水準にある(可)」。

(6)履修上の注意
・事前事後学習
の内容・テキス
ト・教材・参考
書/Notes/Prep 
and review 
work/Textbook(s)/
Reference work(s)

・履修上の注意
　研究で使用するため白衣を用意すること。

(7)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

随時質問を受け付ける。教室への来訪も可。

(8)授業の形式
/Course format

授業および研究室での実技指導。


